
平成 21 年度～23 年度 習志野市事務事業評価表 
1．事務事業基本情報 

 

 

 

 

 

事業名 №48 市道 00－101 号線道路拡幅整備事業 担当課 道路交通課 予算費目名
款 項 目 

８ ２ ２ 

事業概要 

及び目的 

JR 津田沼駅南口特定土地区画整理事業に併せて、歩道及び車道の拡幅整備を実施し、

歩行者の安全確保及び交通の円滑化により事故防止を図る。 
成 

果 

目 

標 

成果指標 拡幅整備延長 
年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

予算額（単位：円） 17,900,000 150,700,000 389,317,000 394,700,000

計画値 560ｍ 
決算額（単位：円） 17,250,950 579,600 386,999,600

従事職員数 2 2 2

事業の 

位置づけ 

章 ３ 安全で安心な暮らしができるまち ★左記施策（号）との結び付き 

自動車交通量、歩行者の多い当該路線の事故防止及び交通の円滑化が図ら

れ、道路網整備が推進される。 

従事延べ日数 52 60 75

節 ３ 快適な生活環境の創造 

民間活力の導入

現状は？：□実現している □将来可能性はある □将来困難だが可能性はある ■余地なし 

項 １ 都市基盤の整備・充実 相手は？：□市民  □市民活動団体  □企業・学校等 

号 １ 道路網整備の推進 形態は？： 

2．進捗状況 平成 21 年 7 月 21 日記入  平成 22 年 5 月 25 日記入  平成 23 年 4 月 18 日記入

年度 21 年度評価（20 年度実施した事項についての評価） 22 年度評価（21 年度実施した事項についての評価） 23 年度評価（22 年度実施した事項についての評価） 

実施計画上の予定 整備 
実施計画の予定

年度終了後 
一部実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 
実施計画

上の予定
整備 

実施計画の予定

年度終了後 
実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由

実施計画

上の予定 
実施 

実施計画の予定

年度終了後 
実施 

★継続している事項、

未着手事項がある理由

完了した事項 

・ 

・ 

・ 

土地区画整理事業の公

共施設管理者負担金に

より一部用地取得。 

拡幅整備事業について

は、用地取得に合わせて

占用物件の施工完了後

に平成 23 年度より実

施予定。 

・ 

・ 

・ 

平成 22 年度に実施

設計を行ない、平成

23 年度から順次整

備予定。 

・ 

・ 

・ 

平成 23 年度より順

次整備見込。 

継続している 

事項 

・用地取得 

・ 

・ 

・用地取得 

・ 

・ 

・用地取得 

・ 

・ 

未着手事項 

・拡幅整備工事 

・ 

・ 

・拡幅整備工事 

・ 

・ 

・拡幅整備工事 

・ 

・ 

改善案 

 

市街地整備課と連携し計画的に実施する。 

 

成果指標 

市街地整備課と連携し計画的に実施する。 

成果指標  成果指標 

実績値 

0ｍ 

達成率 

0 ％ 

実績値 

0ｍ 

達成率 

0％

実績値 

0ｍ 

達成率 

0％

3．今後の方向性 ※課内協議を経て管理職が記入してください。 平成 21 年 7 月 22 日協議実施  平成 22 年 5 月 26 日協議実施  平成 23 年 4 月18 日協議実施

今後の方向性 

 

 
＊根拠欄は、なぜそ

の「成果の方向性」

を選んだか？なぜそ

の「コストの方向性」

をえらんだか？別紙

「評価の視点」を参

照してください。 

成

果

の

方

向

性 

拡充    ○ 

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

成

果

の

方

向

性

拡充    ○ 

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

成

果

の

方

向

性 

拡充    ○ 

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

★上記を選択した根拠 

当該路線の歩道整備により通学路の安全確保を図り、整備費用についてはＪＲ津田

沼駅南口特定土地区画整理事業の進捗に伴い増額する予定である。 

★上記を選択した根拠 

当該路線の歩道整備により通学路の安全確保を図り、整備費用についてはＪＲ津田

沼駅南口特定土地区画整理事業の進捗に伴い増額する予定である。 

★上記を選択した根拠 

当該路線の歩道整備により通学路の安全確保を図る。 

方向性を実現する

ため実施すること

（改革案） 

土地区画整理組合、市街地整備課及び占用者と工事の施工時期を調整する。 市街地整備課との連携 土地区画整理組合、市街地整備課及び占用者との連携を図る。 

前年度改革案の 

実施状況 

□実施 □一部実施 □検討中 ■その他 ★実施以外は具体的に記載してください。 

前年度における改善事項はなし 

■実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。

 

■実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。


